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令和５年度 学校経営計画表 
 

１ 学校の現況 

学校番号 ７１ 学校名 茨城県立岩瀬高等学校 課程 全日制 学校長名 島根 千春 

教頭名 渡邉 裕美子 鈴木 好史  事務（室）長名 浅野 邦一 

教職員数 教諭 ３４ 
養護 

教諭 
１ 

常勤 

講師 
５ 

非常勤 

講師 

４+ 

(61) 

実習教諭、実習講師、

実習助手 
３ 

事務職

員 
３ 

技 術

職 員

等 

４ 計 ５4 

生徒数 

小学科 
１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 ２９ ６０ ４２ ５３ ３０ ５１   １０１ １６４ ９ 

衛生看護科 ５ ３５ ４ ３６ １ ２６   １０ ９７ ３ 

専攻科 ２ ３４ ２ ３１     ４ ６５ ２ 

 

２ 目指す学校像 

○ 社会でより良く生きていくために必要な資質・能力を身に付けることができる学校 

○ 将来のあるべき姿をイメージしながら、自己のキャリアについてしっかり考え、最良の選択ができる学校 

○「自分の中の力を伸ばせ」という校訓のもと、明るく伸び伸びと個性を輝かせることができる学校 

○ 教師と生徒がともに向き合いながら、協力して校風や伝統を継承し、さらなる発展を目指し、歩み続ける学校 

 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関す

る方針 

（グラデュエーション・ポリシ

ー） 

○社会でよりよく生きていくために、自立した“市民”を育成する。 

(1)授業や特別活動等あらゆる場面で探究的に物事を考える場面を用意し、自らの考えや意見を持つ

ことができるようにする。 

(2)将来の進路や社会での役割を意識して、自ら課題の解決に向かって行動する力を育成する。 

(3)他者と協働する学びをとおして、異なる考えや価値を認め、尊重する力を育成する。 
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(4)社会人として身に付けなければならない基礎基本を徹底して習得し、自らを律し、健康に暮らす

ことのできる生活習慣や体力を身に付け、自律的に社会の発展に寄与できる人材を育成する。 

(5)生涯にわたって学び続ける力を育成する。 

教育課程の編成及び実施に関

する方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

○探究的な学びを軸に据えた教育課程を編成し、社会でよりよく生きるための力を身に付ける機会を

提供する。 

(1)総合的な探究の時間をとおして、主体的に学びに向かう態度や物事の考え方を課題解決的、経験

的に学ぶ取り組みをする。 

(2)一人一人の進路希望を実現するために必要な力を獲得できる教育を実践する。 

(3)生徒の自主的・主体的な特別活動、ボランティア活動を奨励する。 

(4)総合的な人間力育成のために、部活動を奨励する。 

(5)ICT 機器を有効に活用し、主体的・対話的で深い学びを実現し、個別最適な学びの実現を目指す。 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

○将来の自分のために、３年間又は５年間の学びに真剣に向き合う覚悟を持てる生徒を募集する。 

(1)本校を第一志望とし、本校のスクールポリシーに共感できる生徒 

(2)誠実であり、他人への思いやりを大切にでき、困難を乗り越えようと努力できる生徒 

(3)学校生活を仲間と一緒に協働して活動しようとする生徒 

(4)学校で実施される様々な活動に積極的・主体的に参加しようとする生徒 

(5)自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重しようとす

る生徒 

 

４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習指導 学校の授業が大切であると考える生徒は多数いるが、

家庭学習が習慣化されていない等、主体的な学びにつ

ながっていない。生徒が自身の学習活動を振り返って

粘り強く継続する授業など、優れた授業実践も行われ

ているが、主体的・対話的な学習へ向けての授業研究

が求められる。 

「朝の読書」を実施することで、読書が培う力（国語

力や言葉の知識、読解力）により教科の学習の基礎学

力を身につけさせている。また、読書によって育まれ

学習指導方法を工夫しながら授業改善を図るとともに、学

習評価の方法を検討し充実させることが課題である。その

ために、「学ぶこと」への興味・関心・意欲を高め基礎学力

の定着を図りながらＩＣＴを活用し、生徒の主体的・対話的

で深い学びを実現する。 

教員間で、相互に授業参観・授業研究し、個々の優れた授業

実践を共有する。また、学習評価等の研修の機会を持つ。  

読書によって身に付けた力や自己の考えを活用する機会が

少ない。 
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る豊かな感性や情操、思いやりが生徒の心の発達に大

きく影響を与えている。 

発表の機会や感想文、小論文作成の場面を増やし、自分の考

えをまとめたり、表現したりする場面を増やしていく必要

がある。 

進 路 指 導 進路希望が大学・短大・専門学校、就職と多岐にわた

る。目標設定が苦手な生徒がおり、授業、課外活動、

学校行事等で学んだことや経験がキャリア形成に生

かせないのが現状であり、自分の進路を選べない、決

められない生徒がいる。 

進路を考える上で、基礎学力が足りない生徒が増えて

いる。その結果、大学進学希望者や普通科において看

護系希望者が減っている。 

望ましい勤労観・職業観を養い、学んだことを自己のキャリ

ア形成に結びつけられるようにすることが課題である。そ

のために、進路意識を高める指導を学校全体で実践し、個に

応じた指導の充実を図る。 

基礎学力が足りない生徒への対応として、スタディサプリ

の導入により基礎学力を向上させる取り組みを開始する。 

 チャレンジプロジェクトを総合探究の時間と結び付け、

進路キャリア教育を一つのテーマとして主体的な進路実現

を目指す。 

生 徒 支 援 全体的に落ち着いているが、基本的生活習慣の身に付

いていない生徒、公共マナー等に対する意識の不十分

な生徒が一部に見られる。「朝の読書」の時間の定着に

より、遅刻者が少なくなっている。 

情報モラルが低い生徒がおり、的確な判断ができない

ため、生徒間のトラブルに発展するケースも見られる

ようになった。 

１８歳への成年年齢引き下げに伴い、社会人として必要と

される基本的生活習慣、資質能力等の育成定着を図ること

が課題である。そのために、生徒同士の話し合いや地域の人

との対話等を通じ、自己肯定感を高められる指導を推進す

る。また、シティズンシップ教育、金融教育、性教育、情報

モラル・情報リテラシーの育成を進めていく。 

特 別 活 動 

 

学校行事には参加するが、自発的・積極的な活動がや

や少ない。また、部活動への加入率も低い。生徒会の

主体的活動がやや低調な状況がある。 

生徒の自発的な活動を促すことが課題である。そのために、

学校行事への参加意欲を高めるとともに、部活動への積極

的参加を促す。主体性を踏まえた生徒会活動や学校行事の

展開により自己有用感を高める。またキャリア・パスポート

の活用を図り、より自己理解を深めさせる。 

衛 生 看 護 科 多くの生徒が看護者としての自己実現に向けて熱心

に取り組んでおり、目標に向かって真摯に努力する姿

勢が見られる。令和４年度の看護師国家試験では

看護師としての職業観・豊かな人間性を醸成し、看護師とい

う職を通しての自己実現を目指した指導を推進する。その

手立てとして、教科指導・国家試験対策の充実と指導スキル
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100％の合格率で、医療の担い手として貢献している。

県内就職率および実習機関への就職率は昨年度より

向上した。また、一部は大学等へ進学し、進路選択が

広がった。 

の共有化を図るとともに、個に応じた実習指導・全人的教育

の充実を図る。観点別学習評価による学習指導を発展させ

ていくととともに、シミュレーション教育について研修を

深める。 

業務改善と生徒

に向き合う時間

の確保 

よりよい教育活動を求めてきた一方、勤務時間内に行

うには飽和的状況にある。 

生徒と向き合う時間を確保することを主眼に、校務全般

に係る教職員の業務見直しを行い、持続可能な体制づく

りを推進する。 

 

５ 中期的目標 

１ 豊かな人間性を培う。 

２ 基礎学力を定着させるとともに、規範意識の高揚と基本的生活習慣の確立を図る。 

３ 「探究的な学び」の実践を図り、他者と協働し、課題解決のために主体的に考え行動できる生徒を育成する。 

４ 魅力ある学校づくりを進めるとともに、部活動や特別活動の活性化を図り、自尊感情を高め、心身ともに健康な生徒を育成する。 

５ 望ましい勤労観・職業観の育成を図り、生徒一人一人の進路希望の実現を目指す。 

６ ５年一貫の全人的な看護教育の展開を図り、地域医療の担い手となる看護職者の養成に努める。 

７ 本校の特色ある取組を積極的に発信し開かれた学校づくりを推進する。併せて、保護者や地域社会との信頼関係を構築する。 

８ 業務の効率化・働き方改革を意識し、生徒と向き合う時間の確保に努める。 

９ 生徒が意欲的に授業に参加する授業展開を行う。 

 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

(1)豊かな人間性の育

成 

①｢総合的な探究の時間｣の授業や学校行事等の教育活動全体を通して、規範意識や豊かな人間性を養うとともに、

他者や社会・自分とは異なる世界とどう関わるかを学ばせ、人間関係構築力やコミュニケーション力を培う。 

②｢朝の読書｣を継続して実施し、静かな時間を共有することにより豊かな情操と人間性を育む。 
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③実習や地域との連携した教育活動を通して、医療人(看護師)としての高い倫理観と使命感を育てる。 

(2)学習意欲の向上 ④授業改善とともに、学習評価の在り方を検討しその充実に努めることで、「探究的に学ぶ」姿勢を育む。 

⑤各教科の年間指導計画に基づき、効果的な学習評価や実社会との関連を意図した教育を展開することにより、基

礎学力を定着させ、学習への動機付けを高め、主体的な学びの姿勢を育む。 

⑥少人数授業・課外指導等を実施し、個に応じた発展的な学びを推進して学習意欲を高め、大学入試や国家試験に

対応できる学力の向上を目指す。 

(3)基本的生活習慣

の確立と生徒指導

の充実  

⑦全職員の共通理解・実践のもと、端正な身なり・明るい挨拶・時間厳守の習慣を身に付けさせる。特に、社会

性育成の観点から登下校指導等において「挨拶ができる生徒」の育成を目指す。 

⑧成人年齢 18 歳への引下げに伴い、社会人としての基本的な資質能力の育成を目指す。 

(4)キャリア教育の推

進 

⑨「進路の手引き」等を活用し、種々の教育活動や行事等（チャレンジプロジェクト）と関連づけながら一人一

人のキャリアプランニング能力を高める。 

⑩実社会の様相や課題解決方法などを踏まえた適切な情報を提供し、生徒のよりよい進路選択に資する。 

⑪進路指導部と学年との連携を強化し、課外・小論文・模擬面接指導等を通し個に応じた指導の充実を図り、進

路希望の実現を目指す。 

(5)魅力ある学校づく

りと部活動・特別活

動の活性化 

⑫生徒会活動を活性化するために、生徒の主体的な取り組みによる学校行事やホームルーム活動等を展開する。 

⑬HR や学校行事等においてキャリア・パスポートを活用し、自分の高校生活を見通したり振り返ったりするこ

とで自己理解を深めさせ、将来について考え主体的に学び続ける力を育む。 

⑭部活動への加入率を上げ、熱心に部活動に励む姿を積極的に評価することにより、自尊感情・活動意欲を高

め、部活動全体の活性化を図る。 

(6)看護教育の充実・

５年一貫看護師養成

教育の充実 

⑮衛生看護科・専攻科の発達段階を踏まえ、５年一貫教育の利点を活かした教育活動を展開し、看護に関する知

識・技術の習得を図り、将来の医療従事者として活躍できる人材育成を目指す。 

⑯教科指導・実習指導・載帽式を始めとする各種行事を通して、看護職への自覚を高めるとともに、看護師とし

ての職業観・倫理観の育成と人間的成長を目指した全人的教育に努める。 
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⑰病院・施設等の関連機関との連携を深め、臨地実習等が実践的で、より発展的な学びを得る場となるように努

める。併せて、将来、地域医療の担い手となる人材の育成に資するキャリア教育を展開する。 

(7)開かれた学校づく

りと外部への情報発

信の推進 

⑱地域社会と連携した教育活動を積極的に展開することにより、保護者・地域社会、近隣の小中学校、看護教育

機関等との信頼関係を構築し、開かれた学校づくりを推進する。 

⑲本校の特色ある教育活動を積極的に報道機関に情報提供するとともに、ホームページ等で地域社会に発信し、

本校の認知度を一層高めていく。 

(8)業務の効率化と働

き方改革の推進 

⑳常に現行の業務内容について改善点を見つけ、業務改善を推進し、生徒と向き合う時間の確保を図る。 

㉑勤怠管理システム、テレワークシステム、ワークフローシステムの定着化をはかり、先生方の業務負担軽減を 

目指す。 

㉒時間外勤務時間４５時間以内を 100％達成する。 

(9)授業改善 ㉓生徒が意欲的に授業に参加する授業展開を行う。 

㉔デジタル・シティズンシップ教育の一端として、ICT 教育の充実をはかる。毎時間、ICT 機器を利用した授 

業展開を心掛け、生徒が当たり前と思える形づくりに努め、生徒のタブレット利用の促進をはかる。 

㉕各授業において「生徒による授業評価」を年間数回実施し、KPI（数値目標）として、授業満足度 80％以上 

を目指す。また、授業満足度の平均値（教科・学年・学校全体）を示す。 

 


